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山極 芳一 (京大 ･理)
日的 ;生体にみられる非計訊l的特徴の比較を行ない,
ニホソザルの種内変異の実態と地域個体群間の放線関係
を明らかにする｡
方法 ;1)調査地は個体への接近可能な餌づけ群をも
つ屋久島,革島,苗崎山,小豆島,嵐山 箱根,房総,
地獄令,下北とした｡ 2)観察項目は変異性が明確であ
り,季節等の変化を受けず,観察のし易いもの48項目を
遇出し,判定基準を設定した｡ 3)2)によりチェック･
1)スT･を作成し, 1)の地域で描掛こよることなしに調
査を進めた｡(個体識別のされていない場合は,祝祭個
体の盃投を避けるために調査個体の性･年令を定め.一
定時間一定空間でのチェ ックを行ない,同条件の鋭祭は
一回限りとした｡)4)3)で得られた資料を,地域,性,
年令,家系のわかるものは家系ごとに頻度をとって,各
形質の出現傾向を調べた くこの分析は現在も続行中であ
る)｡5)地超的変異を出すために.各形質の判定基準を
有 ･無の二つに整理してその頻度をとり,相関のあるも
のはそのうちの一つを採択した｡ 6)5)で得られた頻度
をSmithの式∑(e1-02)2/N-(1/nl+1/n2)に入れ,各
集団間の距社を井出した｡
結果と考察 ;1)毛に関する10変異形質は,各生息地
の先晩とほぼ平行した変化を見る事ができ,先供とこれ
らの形質との間の相関を推定する串ができる｡ 2)1)以
外の変異形質によって集団間の距虻を井出すると,a)苗
崎山,嵐山,沿河原は互いに非常に近く,朔似の変異の
傾向を持っている｡ b)小豆島は変異の幅が小さく,良
峡的傾向がみられるが a)にあげた袋田に比較的近い｡
C)串良も島供的供向が顕著にみられ,各集団と遠い距
離にある｡ b)昆久島は他集団から最も遠く離れ,変異
傾向も擾端な位置を占める串が多いが,他方同質の変異
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